


 

 

 

 

 

 

 

 

＜表紙の作品について＞ 

北海道知的障がい者芸術祭 みんなあーと２０２２ 

みんなあーと大賞 「土偶たち 未来へようこそ！」 

希望ヶ丘学園 創作クラブ 共同制作 
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この計画書には，各ページの右下または左下に音声コードを印刷しており,

目の不自由な方が，計画書に記載された文章を音声で聞くことができます。 

Ｕｎｉ－Ｖｏｉｃｅ（ユニボイス）アプリについて 

iOS・Android用に無償提供されているアプリで，一般向けの「Uni-Voice」

と視覚障がい者向けの「Uni-Voice Blind」の２種類があります。このアプリで

音声コードを読み取ると，印刷物の内容を音声で読み上げることができます｡ 

視覚障害者用活字文書読上げ装置（スピーチオ，テルミー）について 

視覚障害者用活字読上げ装置は，印刷物の文字情報を記録した音声コード

を読み取ることにより，文字情報を音声で読み上げることができます。 

 

  



 

 

は じ め に 

 函館市では，平成２８年度から令和７年度までの１０年間を計画

期間とする「第２次函館市障がい者基本計画」を策定し，「障がい

のある人が生きがいを持ち，自立し，安心して暮らせる共生社会の

実現」を基本理念として掲げ，障がいの有無にかかわらず，お互い

に人格と個性を尊重し支え合い，社会を構成する一員として暮らす

ことができるまちづくりを進めてきました。 

 この間，国においては，障害者総合支援法および児童福祉法の改正により，障がい

のある方の生活や就労に係るサービスの充実が図られるとともに，障害者情報アクセ

シビリティ・コミュニケーション施策推進法の施行や事業者による合理的配慮の提供

を義務化する障害者差別解消法の改正など，障がいのある方の自立と社会参加を促進

するための環境整備が進められてきました。 

 このような状況のもと，障害福祉サービスおよび相談支援，地域生活支援事業等を

提供するための体制を総合的かつ計画的に確保することをめざし，国の基本指針に則

して，令和６年度から令和８年度までを計画期間とする「第７期函館市障がい福祉計

画」を策定いたしました。 

 この計画は，第６期計画における取組状況と障がいのある方のサービス利用状況や

ニーズの把握を目的としたアンケート調査などに基づき，取り組むべき課題を整理し,

必要なサービス量の見込みやサービス提供体制の確保等について取りまとめたもので

す。 

 今後は，この新たな計画のもと，誰もがそれぞれ持つ多様な個性や能力を互いに認

め合い，生かしながら，誰も置き去りにしない，優しさに満ちたまちの実現に向けて

各種の取組を進めてまいります。 

結びに，本計画の策定にあたり，函館市障がい者計画策定推進委員会の委員の皆様

をはじめ，貴重なご意見やご提案をいただきました市民の皆様や関係機関・団体の皆

様に心から感謝申し上げます。 

  令和６年（２０２４年）３月 

              函館市長  大 泉  潤 

写 真 


